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「星の家」

運営委員長 曽 根 俊 彦

平成 9年 9月 、 「星の家」が開設してから今までに、 13人 (男子 8人 、女子 5人 )の 利用者が

ありました。うち5人 は現在も入居中です3

彼 らの/r_育歴を見ていくと、8名 が被虐待児です。身体的虐待、精神的虐待、性的虐待と様々な

虐待を受けています。中には、里親から虐待を受けたというケースも有りました。また、 13名 の

内、 11名 が児童養護施設出身者で 6名 は亨L児院からの長期施設入居者です。施設入所イコール被
虐待児とは言えませんが、乳幼児期の母子分離の背景にはネグレクト的な要因も多く有ったのでは
ないかと想像されます。

彼らは、親から逃げるため家出や夜間俳徊を繰 り返 したり、親子の力関係が逆転 した時点で家庭
内暴力に発展 してしまったり、愛着関係の障害によって満たされることのない愛情欲求を持ち続け、
短絡的に異性への興味関心を強めてしまう、という傾向にあります。また親子分離により施設入所
した子にとっても、 「親から見捨てられた」という 「二重の トラウマ」を生 じさせ、虐待による ト
ラウマとともに様々な 「問題行動」を派生させ、周囲の大人達にとっては扱いずらい子となってい

ます。

被虐待児の特徴として、 「大人への不信J「 自分への低い自己評価」 「人間関係を作るのが下手」
などをあげることが出来ます。

「星の家」にも甘えん坊のくせに、力を誇示して突っ張っている子、能力はありながら 「おれ、
馬鹿だから」と高校進学をあきらめてしまっている子、カッヨいい子がいると直ぐ付いて行ってし
まいそうになる心配な子と様々です。彼らは今、 「この大人信用できるかな」と 「ジャブ」を出し

続けているところなのではないでしょうか。

「星の家」では 「心の傷を癒 し、人間関係を作り直すため」、星さん御家族を中心に、多くのボ
ランティアスタッフに支えられながら活動 しています。特に今年度は、 「V365」 の山田さんが
居てくれることにより、 「星の家」がほんのり暖かくなったょうな気がします。この暖かい雰囲気
の中、 「彼らを決 して見捨てることなく、真摯に向き合っていく」としたら、彼らもきっと大人達
への信頼感を取り戻 してくれることと思います。

会員の皆様の、彼らへの、そして 「星の家Jス タッフヘの、よリー層の暖かいご支援をお願い申
し上げます。

なお、 11月 19日 (金)20日 (上)に は、 「子供の虐待防止ネットヮーク」全国大会が栃木
県総合文化センターを中心に開催されますので、関心のある方はご参加下さい。
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F第2回星の家まつりJ
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なとのジョイントで開催 します。

場所は、f都 宮市明保野町の総合コミュニテ ィセンタ
ーです。バザー ・模擬店 ・ア

トラクション (バント演奏なと)を 予定 しています。/S、るってご参加 ください。

前回のバザーでは、会員の皆様

を開催します。
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皆様のご参加をお待ちしています。
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年来の妹の友人ということで 「星さんの活動」は気になっていたのですが、夫妻がいよいよ

念願の自立援助ホーン、を始めたと聞いて、 「何かお手伝いはできないだろうか」と思っていま

した。そして昨年、ある雑誌に 「星の家」のことを書かせていただき、それから本格的なお付

き合い (?)が 始まったような気が、私はしています。

その後事務局会議へ参加させていただくようになって驚いたのは、 「星の家」のような存在

を求めている子どもたちが多数いるにも関わらず、彼 らを受け入れる場はいろいろな意味であ

まりにもお寒い、ということでした。私も含めて一般市民は、 「施設後」の子どもたちの実状

を知らなさ過ぎるということなのでしょう。そういう状況を打
‐
破する策の一つとして、 「星の

家まつり」は企画されましたG運 営資金の調達と同時に、市民に対 し 「星の家」をよりよく知

ってもらう努力もしていかなければなりません。

そんなわけで 「第 2回 」の祭 りも行われます。主になるバザーは 「人」と 「品物」が命c皆

さまのご協力が是非とも必要です。前回同様、再び 「まつり」を盛り上げる力になって下さい酬

|お
願い致します。 |

支援の輪 (1999年 10月13日現在 )

E会 員数          5 9 4人

□会費 ・寄付金    3 , 3 9 0 , 2 2 4円

日会費納入者数(10月6日現在)2 0 8 1 x
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自立援助ホーン、「星の家」内TEL・FAX028(651)0161◇◇◇◇◆◆◇◇◇◇◇◇◇◇◇

★会員募集中 !です。 1日5 , 0 0 0円[鞭為替/宇継0 0 1 4 0 3 - 3 6 6 9 7 2名義/青少年
の自立を支える会]

☆スタッフ・ホランティア募集 !どんなことでもお手伝いいただける方、お待ちし
ています。


